
 
 
※２７日(金)は、職員研修ため５校時の始まりを早め、１４時頃に下校

の予定です。下校がいつもより少し早くなります。ご了承ください。 

                              

                   
                                            

         
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
  

 
 

 
 
 
  
                                                                               

２３日（月） 
今年度最後のオープンスクー

ルです。クラブ活動の参観があり

ます。 

平成２４年１月１０日 
尼崎市立武庫東小学校 
校長 大楠 正治 

１日（日） 元日  

 ６日（金） 学校諸費振替① 

９日 (月) 成人の日 

１０日 (火)  ３学期始業式 大掃除 

       委員会活動（４校時）代表委員会  

１１日（水） 発育測定（６年） 給食開始        

１２日 (木) 発育測定（５年） 書き初め大会（３、４年）  

１３日 (金) 発育測定(４年)  書き初め大会（５、６年） 

１６日 (月) 朝会 発育測定（３年） 

１７日（火） 避難訓練（地震・津波）  

１８日 (水) 発育測定(２年)  

学校諸費振替②  

１９日 (木） 発育測定(１年) 書き初め展（高学年） 

ひとりひとりの持ち味がにじむ美術展(～２２日) 

２０日 (金) ６年演劇鑑賞 ３年生環境体験学習  

書き初め展（低学年） 

２３日 (月) 朝会 クラブ活動 オープンスクール⑤ 

書き初め展（保護者） 

薬物防止キャラバンカー（６年生対象） 

２４日 (火) 校内バスケットボール大会（６年） 

２５日 (水) 校内バスケットボール大会（６年） 

２６日 (木) なかよし作品展(～３０日) 

児童生徒文化発表会書道展(～２９日) 

３年生以上６校時まで授業（金曜欠時補充） 

２７日 (金) 特別支援教育振興大会(全校２時下校) 

３０日 (月） 集会 委員会活動 代表委員会   

 

２月 ３日(金) 地区バスケットボール大会(６年)  

   １５日(水) １日入学・入学説明会 

  ２２日(水)・２３日（木）・２４日(金)（最終参観・懇談会） 

  

５９３号 

        １９日（木）～２３日(月) 
全児童の作品を各教室の前の廊下に展示します。

２３日(月)が授業参観（オープンスクール）となっていま

すので、ご来校のおりに是非ご鑑賞ください。 

  

 日時 １９日(木)～２２(日) 
 場所 総合文化センター（５階） 

 市内の各小学校より集められた作品が展示さ

れます。本校からも各学年、平面・立体・ミニ

作品など代表作品を出品します。尼崎市の子ど

もたちの創意工夫の力に触れ合えるチャンスで

す。 

平成７年１月１７日夜も明けきらない早朝

起こった出来事は、今だ鮮明によみがえって

きます。 
失ったものは余りにも多すぎました。 

 しかし、あの震災が私たちに忘れかけてい

た、「助け合いの心・思いやりの心」を教えて

くれたことも紛れもない事実です。 
 子どもたちを脅かす犯罪が多発している今

こそ、助け合い、励まし合い、声掛け合って

共に生きる姿勢を忘れないようにしたいもの

です。 
 １7 日に地震、津波の避難訓練を行います。 
 

日時 ２６日（木）～１月２９日（日） 
場所 総合文化センター（５階） 
 市内の小学校、中学校、高等学校、

養護学校などの書道作品が展示され

ています。 
  

日時 ２６日(木)～1 月３０日(月) 
場所 総合文化センター（４階） 
市内の特別支援学級の子どもたち

の作品を展示しています。子どもた

ちの豊かな発想を是非味わってくだ

さい。個性溢れる力作ぞろいです。 

 
新たな一歩 
 

校 長  大楠
おおぐす

 正治
まさはる

 
 

あけましておめでとうございます 
 

平成７年１月１７日、阪神・淡路大震災。 
私の大好きだった神戸が燃え、倒れ、崩れてしまいました。こ

んな災害は、生きている間には、もう二度とないだろうと思わせ
るほど神戸の街は悲惨な姿になっていました。 

あれから１６年を少し過ぎた昨年３月１１日、東北地方を中心
に襲った地震や津波は、あの大震災を遙かに凌ぐ１万５０００人
以上の尊い命を奪い去り、今なお３０００人以上の方が行方不明
のままとなっています。さらに、原子力発電所の事故は、地震や
津波の被害を直接受けなかった人々の暮らしまでも根底から崩
壊させ、今なお大変な生活を余儀なくさせています。 

しかし、そんな絶望の中にあっても、人々は故郷へ帰る日を夢
見て、我慢強く、秩序を守り、手をつなぎ、静かに、しかも雄々
しく新たな一歩を踏み出そうとしています。そんな姿は世界中の
人々を感動させ、その精神性は高く賞賛されています。 

あの時の神戸の人たちもそうでした。神戸の街が少しずつ復興
していくたびに、以前にも増して神戸が大好きになり、神戸出身
であることに誇りを持てるようになっていきました。 

前の神戸も大好き。今の神戸も大好き。 
東北地方の皆様にも、きっとそのような日が来ると信じて疑い

ません。 
 
今年は、いよいよ校舎の全面建て替え工事が始まり、本校も新

たな一歩を刻む年となります。６年生は、現在のままの学校の様
子を見届ける最後の子どもたちとなり、５年生以下の子どもたち
は、現在の校舎と少しずつできあがっていく新しい校舎を見なが
らの学校生活となります。歴史が動くその時を確かに見届けてほ
しいと思います。 

そして、神戸や淡路、東北の人たちが故郷に対して持っている
気持ちと同じように、この武庫東小学校出身であることに誇りを
持ち、どのように様変わりしようと、この武庫東小学校を愛する
人間に育っていってほしいと願っています。 

 


